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はじめに
大都市のj丘三.;1日fこ郎農経営が立地することは， 農:業地理学において早くから指摘されてきた. フォン
・チコーネンがl'孤立国」において協敗しやすい4二乳の生産が， 都市に最も近接した自由式農業の
典型であるとしたのは， その表われである1) 事実， ヨーロッパにおいて;ま低温殺が普及する1850
年以前，牛乳は者I~-m-の末に立地していた都市的搾乳経営( ur ban dairies)によって供給されていた
のである2)
わが l誌でも搾乳業が者1~llïに立地していたのは)告の経験が存在しなかったことに加え，牛乳の
「飲Jl者が当時在官の欧米人及欧風を慕ふ知識階級」で都市に在住したためである3)‘ このこと
浜の居官人を相手に始まった搾乳経営が明治以後、においても類似の性格をもって発展してきたことを
示すものであろう e それは，琵!ιl自1)が東京の搾乳業者を「半搾切式経営と都市的搾乳経営との9二l
IU1J4)形態であると規定したことからもうかがわれる.つまり，購入飼料で乳牛の飼育・搾乳を行ない，
仔牛をとる形態の東京の搾乳業者は， 飼料は栽培するが，搾乳牛を購入し，乳量が低下すると売払う
形式搾り〉である半搾切経営と一一Il友搾りで飼料も依存する者句搾乳経営5) のとしたので
ある. しかし，半搾切経営が如何なるものであるか，充分解明されているとはいえない.
わがlIiIの搾乳業者は本来， 乳牛の飼育-搾乳・牛乳の処JH・販売を同ーの事業体で行なってきたもの
である.牛乳産業の発達は， 手しょl二の飼育・搾乳 Cl女場〉と牛乳の処理・販売(ミルクプラント〉を分
させ，地域分業の形態をとるようになった. 都市の発達にf*う地'ilの上昇および牛乳取締り規則の
発布が，牧場吃1'1臼位認より放射的にIljー外に1:.11て， 運搬の関係上甲州街道青梅街道中
に近き地点を選J6)び，拶動させたのである.大谷によれば，この移動は 3期に区分されるという7)
つまり，移動iIJI~:líltが平均 4k111で、放射的に近郊に移動した明治年平均 2kmで同心 Pi式移動に特色
を有ーする震災および平均 8kmで放射1'/，)移動を行なった震災後の移動である. しかし，その後の移
動についてののf究はなされていない.
者1，'1')近郊に立j也した牧場は， 以上のように購入飼料に依存し，放射的拶動をくりかえしてきたこと
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色がある.しかし，東京市民の飲用する牛乳は， lj決におし、てもこれら牧場ばかりでなく， 't，: 
回カーなど煉乳地帯の農村ーから供給されていたのである. 後者は乳牛のがl百県，発生形態がn江主i-
と大きく異なっていたが， i出手LJと1子ばれた後者のtil大は， 東京近郊の'IScJ坊に少なか
(ましたのである8) したがって， 牧場は都1fTの外の拍出であり， 1礼|荘|は者I)-i!i力の反映であると与ー
えらオLた9)
ところで，わが国のIRin農が本格的に展開したのは戦後のことである. XI 主交じにおいても以後にIli行
したJ史家が数多く見受けられる. したがって? 者fllilî近郊のミは，その絡がiì法 iìíj の ~ISc JJ)jの
ようにIV3{i'{hではなくなったし10)， 1司心円れili は JI~Jlたされえなし、とした 11) しかし? 辺氏系譜の
家の多頭育化;う討すi}l;より都市川で17Lく したため， ， ìi境庁íT の ~I女し者IIHî;li: 
交の特を示すものとなった. また，者 多頭化するにつjし， lIilj入fil本¥， とくに料
nlへの依存i立ーが )I，，_:]ま~>たため， f-古今足J とがi互交の'I~L怖を九:す として{史j刈し
るようになった12) もかつて牛乳を v 持込める;iむliI]にあ i)， を{-fなう行
が近郊l'jお誌の特色であるとした13)
以上のようにわが凶の近郊自首長は， 搾乳業系譜の牧 JJJ.; と民系議の多\1J江戸rl~iðJ.誌が存在する. し泊、
し， jrJu者を合わせ，近去、|明治良がどのように分布し， どのような経営を行なコてきたかをW(Iリlした
はみあたらない. したがって， 本州究では者近郊における搾乳業者系譜の牧場と民民系譜の
とりあげ， その分布，経営形態を実証的に10究することによって， ;li:交の性袷右統一I]J;_)
に解明することが目的となる.なお， 本研究の
を行なったものである.
として1972-1976年に尖施し， 1982:;1ミにr-!li;ι
1 東京区部における都市的酪農の展開
J[ --1. 江市における乳牛頭数の変動と牧場の郊外移動
京市民への飲用牛乳の供給は搾乳業者によって始められた. 横浜の外人j長官J地 vフ
ていた前回吉が1870(明治3)年s 東京芝の銭座Il!J‘に移ってきたのが， 京京市におる乳栄の矢
といわれている 14) 牛乳が相対的に高価であったことから， その後搾乳業者は京京に族生した.
つまり ，1895i1三には東京市の151Kに180軒の搾乳業者が存在し， 東京府の78.3%にあたる1，923以の乳
4二治主主司育さ~/していたのである
しかるに， 1901{J三には東京の都心部麹!lJ， 神[:fl，日本橋，京捕の 41ぶで乳牛がかl奇されなくなっ
た. また， 1910年には下谷区， 1915年には赤坂3 牛込，浅草区， 1920{i二には麻布，本市区から乳牛がい
なくなった. このように乳牛の飼育されない地域が東京の都心部から外延部へとJ広大したのは(第 1
図参照)， 直;接妾的には「吋4牛二手乳L取締規則J が3強主化されT市市b打H告:EÎ口j 生で、の;搾F窄t 乳)詰剖部削:引邦引|日1;1甘I~門1刻吋iうj を!庄困主到|けj雌H近fí: にさせたことによるが'
より本!質其的には束京市の発j展喪により;下次の者蔀i引桁l日行r…川幾}能}泥Eが j搾宅手乳L音部i日引叩げq)jH門l川勺i守1を郊外へ押しi:l1したことによるもので
あろう.
i日束京市の乳止!こは1899年の 2，113~Rを最高に減少し続け， 1925fl三には 82以にすぎなくなマJこ. これ
し東京市近郊の荏原，豊多摩，北寄島，南葛飾のでは乳牛が1900il:_の1，392説から1910{1ミの5，195
159 点京刊行\-i'IYjJにおける近引市計伐の限1m と料 í~~
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- 現在σ〉牧港
逃走 10;年以内
~1I京区 1}1;における牧場(持乳業者〉の消9-.:;邑お!
ぐ京京 !存続 îi 十~L-F ) 五~3t"C .1¥)続行!'.il:.鑑および音住J1資料による)
5km 
;;.~ 1 1:61 
この乳牛頭数の者i'lJ"抗日で問へとj:1;ulJfj.し続け， 1920年には東京j引の93%を1:iめる 7，703強となった15)
搾乳所のri!lJnは， t:;汗Lの減少と郊外部での1:¥(:)JrI ~j: ，近郊i}Hすにおける搾乳所がl¥iiJJIJしたためである，
の分こよる牧j易;:mlol'J販売〈ミルクプラント)XEにおける乳牛の飼育・搾乳〈牧場〉とよ|二乳の処理
の移動および搾乳業者から搾乳技術を習得した牧夫の独立によって地[oljのま:い郊外;こ手Ji"たな牧場が設
このような :1女 J});の郊外移動の傾向は1tli1~t殺 !出のミ ルクプラントの設立を必約
のものとした1927{1土の rL:I二手L取締j完WJの己'k正J16) によ って{散111じしたと l、える
aをされたためであろう.
牧場の分布と tl~1. い手JI-2 
::;::多摩，北佐j芯，市葛飾の 41¥は，新il械にお記入され東京市をとりまく荏原，19321三10)=J1.I，
第 2 ほ!に示したように I1日 ÎWrl~J に分布せず ， :fJj-!'Il域内にある乳牛牧J})jは，大谷の研究によれば，
匹i;-，mにいじまj五く分散してし、るJli)
l即日街道にjjjう足立区牧場の集 I:I~.Ij山よ千業{よj:(g(，こ沿う城:lIHK大島IJ![， U少I)}'，
東部にては !1色々二ケjiJ'に密集しているのに反L，
すなわち，
ことであり ，
乙とである
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梅i壬lIHT ，木木IllT 3~ よび川辺街道の|二仮1乱立、村 I1i J ， 1'1二l
HI街道の代々木初台，代々木~Î原，代々 111需 111}等である .
しかし，これらの牧j坊が如{可なる担い子によ ってなさ
)，1，てきたかは，ヲ戸分解JV:Jさjしているとはいえない.
乳牛牧場はníj述のように，持乳業者から牛乳~JつG'íi: ;':m
f'うの分:11tとして派生したものである. 的乳業者のうち
「阪 )11 は其規模最も大に習に I~I 家に伺設せる乳牛よ り
昨日立するのみならず， もと I~I 家に 1m使せしものの分業
せし搾乳業者 4戸の牛乳をl!出入して販売するの組織あ
るのみな らず，乳牛の委託法をも尖行せり J18)という
ように，牧場;こは牛乳処rlH業者(ミルクプラン卜〉の
直伝牧場p 村約4女l払および独立のi¥iIj人牧j誌の 3形態が
存在 したとjJ、われる.民営牧場は利一-1，-jr~ I人jではi比|ニEI谷
区の阪川牧場，12U谷!lIF牧場をはじめ 1I百新井牧場，愛光
合牧場などがあり ， I hJ域外には小児牛乳~ :，J:)J IJ ~I女 J}j) (小
金井)， 1 1 : 1 )i:~特別牧場をはじめ ， ~jlJ民会牧j劫計二葉県) があっ fこ. これらは牧場を地{iliの安い郊外
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に移転させるこ とによって規模拡大を はかったものである.
搾乳業者は既存の搾乳業者の牧夫として乳牛の飼育・ 怖乳以内!と ~~I 何後， j独lリ山j上~j止江1工:した 4者!<者!f; が 多か
つ7た三 し〆/かf
を5交![:(けナたj場ふ訪j合もあり' ?搾窄乳ユ専~tl与，-号1了F判1"1門れ吋i守i の牧jリjJが{は，ι土見2苔習言fl元である止4牛!ド二乳処]出2当迎|ド!3業長者者.の4牛: 1
C， --/j拡j主;， ;川11，J身;与宇μt地忠:笥笥等.ぺ心にこよりネ村社!上:会 i'的I~灼内/守ヲ刊{棲妻分けを行 つ ていたのが 3 京京の牧j場必の料特:色でで、あつ fこ.つま り~朱k 4
1涼;久rの;内4宅T苛手乳L業者のj過邑ミ!とは千業1jL出身者であったがp 彼らは出身地により房ナ|悦jJ， J:_~古来lし下総示JI と II'y ば
れtこ .房州組は安房の儀 IfÍïj牧場で、乳牛の飼育 を習得した牧士吉 liFÍ" ~ll\造に代衣され， J:-_ ~:三和は
前m一族に代表され， 下*，l~未11 は[- [大n完省所"il誌の三里塚建畜J必 II~j: fー にの奉 1[1技者である波多野平 i政一一-等の
人々が東京ITilJ'Jの抑乳業を開始したJ19) ものであった. 彼らは]:R}jTiITの全域に分布していたが，玲ι1¥
と出身地のri=-irmである城東豆大島lI}に比較的集1:1=1していた. しかも19381[三までに千業f1f遊に沿う千Zt
![l; rll'川-m-!五!分， 菅野，北プ7 ， 船橋rniî渠原，大手I~II王!1IT (現八千代TIJ')詐へ移転した者が20ili.1に迷してい
たのである20)
rl:.1には旗本から搾乳業を開始した阪JI[当Ii;liなどの 東京組や村/:付一肱などもの地方士以来IJ，
および近郊のj民家が搾乳業を開始した近村主1 i)~いた.近村組は ， 的乳業者ー から手LL:j二を1μtされた者が
牛乳生産を1FJ始 した者であり， 類似の形態は阪地性預託地域であった伊豆七島出身の大白剤I_，伊豆半
島や三保出身の静岡京Iがあった. 大島来uは城東区の大島砂lI!jや悲比寿等に， l'/jí'/~YiWI は j針案年1: に代長さ
れ，代々木方前iに集中していたとい う21) 足立区の集1:=1地点には千葉剤lに)J11え， ~:]f{乃和 1.， 出子二五jなど
東北出身者がみ、られた. このようにj窄乳業系諸の牧場ー が都心と:1ωりむとのおにs'TJむする現象は
形態等にもん、られ者f¥ilの地域的社会1生 (socialsegregation)を三|ミJ;i、だす一[2(/であろう
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I --3. 乳牛減数の12U!iU;IJ変動
点京il[のnJ'J或がほぼ現在の区域になった1932年以後2 現在までの乳牛頭数の村t移をみたのが31;有3
1玄lである. 1942:1'1=-から1948:1'1ミまでの乳牛・牛乳関係統計は政京府統計 答視f統計一一三十等にJ苛1京さ土し
ていないが3 主ずlsえ前の乳牛飼育の動11):をめ、よウ .1932i:r=-に， Ijijさのよ川こ旧東京市15[X:から乳牛が
いなくな ったが， 淀 (%/[1;'1) I玄 では翌年まで40Ql~の手LLjユが]つの牧場で飼育されていた.乳牛頭数
が減少傾向を示すのは目黒区，大1 (大森.r'li l:El) [:s:とともに， Il:li[JI!xにj2する渋谷広， ，fb) 1 (千五原)
IK， 江東〈城京) I乏である • -";i， 外縁n!)の 11.'IJ谷区， 板紙I~L 足立区では乳牛頭数がtE;'-'/jJlしてし、
る. i窄乳戸数がそれそ、れ 15，30， 21 戸前後であるので二 j じら東京の外殺地 I~ーでは ， 牧 JJJjの規模拡大
がみられたことになゐ
しかし3全体的に入ると東京i1'iの乳牛強数は 1937年の4，406t漬から1941年の3，654mtiへと減少傾向を
示す. また，:LidT府の手しょl二頭数にlFiめる東京新市域の地位は， 1932年の70.4%から1937年の67.5%，
1941:(:1三の48.3%へと低下 した. この傾向 数が1932年の164戸から1940年の111)三{へ減少 した こ
とによっても脱認される. 牧場の減少傾向は戦時統制に合わせた 1939年の飴農 RJ!iJ~~l去によって加速さ
れたものであろ う.それは， 牛乳の配給統il~1jを行なっf、こ1940:1':j三の東京m'乳株式会社， 1942年の
株式会社の成立ばかりでなく，飼料の配分をも)J'lfhIJしたので， t農とj地也を殆んど}所i肝Hイ有Tしていなかコた京京
iけ1]の;併不干礼u業長系J訟!i昔ζf?の牧j場μ必-は乳と牛i←二{似f(お川l日i)育7が〉メミ凶j詰討如縦H出推i佐tにjな主 ) 7たJ三このである 筑 2次i世止界大i戦段をはさんで， i正1: J点~見点4~長反4ミ巴(城束〉
f渋~I夫iそて谷， !b:2弘山i止ι引川ト九リ'，1，1山
主fこ， 1 941 年，北多摩~::-I~ ， 出多 j禁1il~ ， ì有多{主~tI\の農家がそれぞれ252H員 (50戸) ， 49H良(276)， 803 
己負 (307)の乳牛をHij育していたのは， 搾乳業者の乳牛の一;11が農家で飼育されるようにな/)たこと
をがすものであろう なお， ir，Q4f1 rl:の統計はえられなか-)たが，東京近郊の農家で乳牛を飼育-する傾
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日31立1 ~fji(I{;';líにおける L::sj或 )jI):? LI'， Vf[数のHtf'Y.
(j，fni'.1討統計主:0932一1941)，J1Di\ 者1\統計 :q二鑑 ( 1949-1970)，京京都高 í~r: Ij!~~ 資本1 (1971-1980)による〉
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!古jは強化されjこと考えられる. つまり去の者l¥Tli近郊におけるの!ぷfiむな 1i如、こおい
て準1m)さjしたとい 1 ても言ーではなかろう.
戦後における東京区間の乳牛tml提を，!人ると 194911:，の 711@1から 195511三の 2，073 へのがIiJr憎し，
19591:三の2，669~1~をヒーク:こ成してきた. また文京数も194911三の150Fiから195411ミの286戸をピー
クに減少し， 196511三には90)iに減少した， 1980年のセンサスによれば，東京伝部の
手L牛を数えるのみとなー)f二
平二ド1をil7J1mをにムると1957年に目黒155:， 196211='~ヒ|瓦， 1971 1三大l:El広， 197311三'1un. .杉並
区，1975年江戸J[lrx:から乳牛がし¥なくな〉た(第 31主1). したがー ムて， j州応12<:.料 I豆
[x:， iItEH谷区が|亙i郊の主史な牛乳J:!.=Jl'iJil;1日:となぜ)jこ. これら外住地は搾乳業者系牧場の復活ばか
(l -r._- 、/
) ¥._ /J._ " ， したものが多か)たのである 二をする家主文が
194111三から195411'.(こかけて料似豆で34J二[から97・66J二足立|亙で25;:1ーから36;と立1谷|瓦で18;二l
から34]ヒlにな〉たのはそのおをi)¥すものであろ一) しかし， Ili向送手段'のうを速に{下うよi心九集乳I~JI の;広
大は，近郊業としてのli住民の怠誌を低 1"させ， ITJ日の労働を必要とするをやめる民家が統Ilrし
fこ. 1982年現在京京に している乳牛飼誌家151PT(糾馬 3， 板杭4，1[:11谷 4，民;ifi3 )のうち?
]討の人であり， i也は搾乳業系訟の者 γcあ)たのは 1 そのことを示すもの
であろう.そこ七近郊l~i0決の生態を矢[1 るため， 1972---1976{i斗こ行なった
合せ， )止去、!¥[1lj住民の特性をはってみよっ.
よび1982:i'fのおり;ι
1-4. 都市酪農の 2~3 の
a) 
ut Fl3谷!瓦給 1 ]二 TI~1 にある犬:JIニ牧 j劾は， あり， を{よEい子搾りによる 行っ
てきたの の原7f;l!と考えられる. 犬井氏は1936年渋谷区IJ話ヶ谷[1]'からEl'州主に近い
母屋
牧夫住宅.一様牛舎
趨同
運動場
現在地に放射的移il云を行なったものである. 1日:
日:1谷マへの1多転に際し 41玄|に〉下した土地を!lti
人し， 80QJ~î搾乳の牛舎 2 同を建設し，規模拡大を
はかった.牧場の南には述際牧場が，凶iHlJfこは
北民舎牧場ーがあり，移転先の烏UJnlTは，牧場の百二
1-1地の lつであった.戦前の最時Wlには，雨牛
舎も建設し， 2009J~からの乳牛がいたという 22)
搾乳夫は{可人もいたが，長く定着することがな
;;.~ 4 I立I j，~乳牧場のレイアウト かったので「牧夫はマドロスのようなものだJ
というのが先代犬井jilt六の口く、せ-:-cあった.な
お， 1';I'Jfたはミ1¥の出身で‘ IW"l/r'であ )fこ兄犬 Jl要三j)l~ とともに搾乳業を始めたのである
犬井牧場は松， ビール どのを全国i的に業者に依存していたので，
戦時五充j1;1]で乳牛の飼料が充分えられなくなり， ざるをえは治斗ったしも，大きな
見~)h-者I\ilïl引における近郊航法のJN/J!'J と~/守色 163 
9Jt拘であると|ニ伶は r場泊誌として泊 していたので y 久枝山の重機工業の gISIII:I~1工場と して j安収さ れた.
この/I¥J犬井氏vJ三l慨に移り乳牛をかJi有していたが 3 戦後TEjび搾乳業を開始しfこ. しかし，畜舎は80頭
飼育の一{涼だけになっ/こ. 1jf~ 4 Iヌlは19761，/:.頃の土地利JH状況を示すものであるが， 牧夫住宅が敷地内
に 51"あるのにおどろかされと〉仁午民]参m-o• 80説搾乳で牧犬が5人 (家族)もいたのは， 搾乳機
が乳牛の ~ll白)炎を起すという J' H1/1カ、ら手抑りを行》ていたカもらである. 搾乳はi抜高'ijの搾乳業者同様3
5 7 iI!}， J2'-2 I.!)=， 21 .~-2311;i: の 3/ 1:t! であ.--) た . まf二、 ~}ii平Liiíf )斗制的t ， j;合 íìJT を{了 い， :HI午後に徐を均j
hするとい う搾乳業者の 1'リI(!サ形態宏保十!iーしていた. 牛乳{丸 1940年間接する北辰合牧場を貨収 して
l没立さ;，-し1こiりeldi手us取;'Jt二1)弘(烏UJT:Wj) iこれl込んだ
犬:)1牧場は千民・ I.Li形.LIJ梨からの手L[!二 の J見入， 老Jffé L:{こは j誇 J易へ送るとし、う，いわゆる r " ~Jl長持
!J J (こ近い乳什:の I~X行方式によ，て80~jl'H不平Lの牧jjj)~器官?を主ltj寺して きたが， オイルシ 勺 y グ i直前か
ら，;1-，ルスタインの)j巴育i'mtl'lを併設した. 問中南北方向の牛舎がそれである.まjこ， 1982年から乳牛
ゴl~数を減らし， 1I:ITl谷で46年続いf二部ihi'!'、j仰孔経'百を終息 させようとしている， それは， 乳1日lがおさ
えら j してい る~，I刊には引 (耐)'1J(，がかさ み) q法!日jカ孟ら1955fl三I:slまでの搾乳業の うまみがな くなったからであ
る.さらに1J'主化のis111~ によ .) T:[i;央(日JJII の(，)染が住民1.こ帯広公答としてとり あげられているから
である 後継者がないことも糞尿処l!I'}jil，没への設備投資をためらわせた原因である
lコ) ;7i手L!I!rJ易の有/S，lii'I"j対一)よ;
斉I，/i化に.L子に対応した1J'/I，li(110f窄礼経営の 'li:l'，iljとし て1¥1田谷区ダJqJr:三一!自の ILLj谷ilT牧場がある.福
)1子高のこ1.'肢であ〉 た佐々計七、行が1878(1りJdiD)WPLJ谷J;&I!I)で搾乳業を/;:J始 L， 1987年 [!.~1 谷花m~llllJ(二
牧i訪を開設したのが， IJLj谷村牧場のポIJ虫色である つまり， 1878年f'j:仁ノ 1，1パ主連からぬ娃211三丁目にi坂
川牛乳!古あり， 此れを 1~ て {I 手IJなる jt~i 光と 11 ひ， :?L牛 2~Jミを納入して;窄手U!反売を始む，後i明治二十年
j!q谷花l草/llIjに牧場をrWlく f三段liJと二'7"JiJr にて搾乳営業をなし1l .lj:í-tの j包勢;こ依り i~ïfJ 次拡張すJ23 ) とい
う状況であ.-.)た}え忠忠i止臼也よ占:ß，し川、，.. {仁'1イ引仏íJ仏fソJIιiじ:々 t台ì 1心.L~ 一 今の1川lしU的、，Ji:f代にに麹Ilf1ロ21川1!りn目ヨ 8番:j地山にあ ) 7たニフプ。ラン トを r千宇:)1;ド二
l版!似反グ光tをししJていfた:三こ. そのi長J.;生乳業ぬ設はIJL!谷花IJt/llT，代々 木初台， 1日:iITj"#，扶注Il!Tにあり， 佐々ki'一依
によ って経営さ jしていたと いう 24)
抗"堤のIlLl谷!lIT!/女J劾は， I L[l 谷化W~/l lI rから 1913 lcì三代々木; 主JJtìに修 1) ， 1929年そこから現在地に6001干の
土地をftiりI 30V員搾乳の牛合を建て1930{j口こ移転したものである 経営者である仏二々倉良治は牧場に
|憐怨する民地を{!?りることによ hてj北娘をj広大 L， 1935{1:.から 1942年まで‘120頭の乳牛を搾乳するま
でにな 〆)l:. 11.谷IP牧場は， ~Iな!弘の敷!也 i J.かりで なく， J万LiZlのNI:Jiliをfi品川村JHとして借り受けデン トコ
戸ン・JL-.ノ:タカなどの牧 i下を政jJt?しに. こ;{Lら4IIIT~主に のぼる(仕入地が，農地改革で解放され，牧草
川11 の ~ 'I'}I\ は rn:1 谷 di l の PJj '{'J'j-也とな 、 た . 第 51~laは 1952{\三 11 月牧舎が焼失するまでのJ&}五 WJの牧場のレ
f アウトと j作放後の ..1:地平IJHJ状況を示したものである • LI::舎は ~_:p; 1 I tf~ 2 I i_:{;} 3牛舎および新牛舎の
4 JWあり ， U~ 2 1.:'.;舎にはu'i子'{J逗/J>;I;HJ，;.t¥していた. 主fこ， I}J毘の(也，牧夫長毘が 3掛L J道路の北には半
j也 1、'，)-イiコが 6/'¥あっfこ. 月平方k さ j し jこ戊1也 ;こ はかj平1. 7うリミ t~きされていた.
)JLj谷il_f!l女J)j(注目)数人の搾乳たがL、た ことに)1え， I~ . .1)日ドド 1')J などの乳1:1二更新ブ7式をと っていたこ
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回 一
隆他人波仇
己刊川川川叫1\他it~(色似…i以
口…街M:氾也
出5怯1 I些|谷iJi-l牧場の土地利r!'J変化
(J;V世iU司査およびききとり(1976，1982)による〉
るよう に忠われた.
とから考えて，犬井牧J易|可保，典型
I~I'J な都m-(I'Jj牢手けが坊といえるだろ
う.-)jb1J窄りといっても，手u五:の多
い手しょ|ニからはイ子L:Iユをと り，iiJmlかj年
乳したので， 純然たる「一般狩り J
ではなか-2jこ. I仕込jトこj返る手LL:jニは，
rm'(，jをせず 2{1:.¥U¥ili:く搾乳した.手L
j立が少なくなると I;~J がつき. r ~;I~I IQi幻
で|勾質が良く!日iく売れたという .つ
まり ， 120 m'cl 飼育 lI ij十にから者l~ïlí' 生活
の成物を併用 していたところにも都
市I't)jJfj乳経営の特色がある.すなわ
ちp ビー /レ紅1，立Jt泊料|に)JIえ， 製粉
工場 ， 孫子ー工場の府および'j-!i' J易の ~l}
菜府等が， 述賃を払うだけ，で専1"門ヨ引吋It業楽
右者.によ ヲてjドド判ミ4当I}りl
jれしたので;あt)る.近年ではへイキュ ー
ブにカ叶つっ たが， 泊、って対ミ十炎治~tl Wq 
料として大量に(克:わjしたのである
川市民経営は者!ri!iの方が11会より安
くつく Jとい う佐々会良治氏の言葉
の 1: 1 :1 に ，者i) rn 的搾乳終'I\t~.の本質があ
[!~J 谷軒牧場ーは， 1952{j三の火事以来， 大君y.苔{01 i、京の 60'-"""70頭飼育になった(tí'，~5 1玄jb). さらに 3
1976年11月の佐々倉良治氏の死を彼に搾乳をやめ， ホルスタイン牝牛のJlr育に変り，現在60@jのJl巳育
牛を飼育するのみで断食経営とはいえなくなった. それは，当主が獣医であるにもかかわらず，牧夫
が 2人に減ったこと およびレストラン経営や不 にIJj:!iXjをとられてしまったためである25) つ
ま り，問谷Ijlfr 立 世間谷という 地の利を生かした者I~m-化(こ対応し， 1972:i=1三に賃貸マンションを建設 した
のである. 現在!)Tj;5 I玄lbに示 したようにかつての牧草1，[I!に経企ス カイマンシ ョン， 1)[¥谷i¥Lrシテイコ-
;J~? ， !*b 2シテイコーポ， 経堂シテイコ ーポ， tls 2経堂シテイコー ポの 5械のマンションを建設し， 1m 
谷qllシティコ ーポ内にあるレストラン iモウ」とともに不動産経営を行っているのである. なお，
1982年10月現在， 1日市場を牧場内に移転させ， そこに新たにマンションを建設 1~1こl であった . ともあ
れ， PCJ谷i[lF牧場ld，住宅地化に一|二手に適応し， 者I~市 (1';;搾乳経営からマンシ ョン経'自が主体となり ;l~、
ノ L ス タインのIl巴背ーが i， '; IJ :;r~とな った都市i灼高段経営と いえるだろ う UTL~r:2参院O.
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c) よ皮主;f!民己子系長;i1
束〕京主京-者却都|日:区内で、;jR判同!町i
のト仁同は:コ立)， 194J{1年1:で、あつたので、I J比:土ヒ1蚊f段凶i皮交刻l的'1'ωf内/サTi:古1h}I-いといえる. すなわ‘ら， 大泉町井口iJ1[地区の何ij!Tかの農家ととも
に~~I . ~-;の産業組合から乳牛 1 ~ßを借りうけたことによ る . この背;ヨー には戦時統1;1の深化により搾乳業
者が州市でーきなくなった乳牛をJ2'i業組合が引受けp 民家に貸付けた "1工夫があると考えられる.乳牛飼
育ーを行なうまで， IYI 仁l 家では H'~Hiで牛込あたりまでIl巴あげに行き 1 1IT 1 反歩の~i}1 地で日lt菜殺情を行な
っていたという 26) つまり， 食*lilJ(u淀川まで近郊農業地帯であったのである
戦後の食イにーには I 産物の伐停を考え乳牛を 1'"'-"2頭飼育 し， i1UJ r:: を 1:1111こ 送元す る 高u業I~l切iÄ
t告であった. 1951年乳牛2却を感問で幣死させた苦維をのりこえ，rieil廷に徐々に力を入れ，1955年頃
には乳牛10践を飼育する専業間決へと変貌をとげた. 屋敷のJETI図7反歩の耕地;こはデント コー ン， イ
タリアン，エンノ〈グ等の飼料が栽培された. 手L~二の飼育規模は1965年頃20頭， 1975年頃30¥1l'iへと唱力n
してきた.30PJ'1を飼育していても， 搾乳牛は20~mで I 92新用育成牛10頭を しているところに前述
の搾乳業系諸の牧場とは呉なる良氏!町村色が表われている. 畜合も搾乳業系譜の牧場の牛舎とは異な
り， 3回にわたって地設を霊ねたものであり 3 農民系譜の徴を示している
戦前と同級木地域はリI~均 |灼な近郊農業地帯であったので ， 周囲の野菜生産農家がキ ャベツなど野菜
の残捧， トウモロコシの科，サツマイモの蔓などを供給してくれた.また，多頭化 してからは， 6~7 
. 怠~j~
CJl車lリ)J品
目 。，j.1:11
l二) そのi也の1こ j ti'. ~ljni
口飢え所有i也
040mi 
-一一一一J
tP; 61~' 近郊同自民家の土地利用一一練馬区東大泉一一
(JJUilifl間五(1982)による〉
i肝の豆腐屋の粕，パ ン屋の耳などもとりに行けば，
ただで回収できた.これは，住宅化の波が押しょ
せ， 近郊農業が衰退したこ とに対応するものであ
ろう 1982年屋敷の)Rfl l1Eの 7 反歩の ~:BI には家畜の
飼料としてのソルゴ-エンノミク，イタリ アンが，
人畜両用としてのサツマイモ，ハニ ーパンダム
が栽培されていた (第6!盟参!日。 また， サ トイ
モ，ネギ_.，，，グサイ，ダイコン， カリフラワ ーな
どの自家用菜留にj]r1え，ホーレン ソウがl!反うiごmに
栽i音されていた. これ以外の土地には次男が家を
建てており，そこに 2戸の貸家をもち，自家の庭
先のを駐車場としているのが， I 見 j 口 家の者I~Tli
1'1'~土地利用を示すものである
者!Si!T化の進行している練馬医内にあ 1 てpiJ1口
家が開乳業系譜の大泉牧場とともに， I'I5燥を存続
できたのは，が1出が家のj苅IAにま とま ってし、たこ
とおよび相当の設的役資をしたためであろう .つ
まり，系統磁の乳牛に)J¥]え，1979年には家畜の1is
!尿処JA施設である浄化槽を設置し，家族労力で者1)
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rli近郊 の王将立をめざしたのである. 労1lTUJブ日立ヨ!?ト:犬i('lfと息(.ご:h.、たが， 不平:にも1982年 9)J ~Ij 
主が病に倒れたため， 乳牛数を減少させてきた. このこと(はよ， f此!~J 亡山υlド?不竹|ド的ιぺサ小.J i九ι川Jう士川)乙υ川 :コ，~1'(門出行ん1t伐l
押構構}ト-成が如{何何可可-に霊3致要2耳:であるかを示すE事jドミ王:f作仰例夕州叫|りiといえJよ:う
I 東京近郊における酪農の展開と特色
1IT-1. 関東地方におけ るー多国育目付金の分布
搾手u業系譜の都rlJI:lサ搾乳経営におj-L， 民家で乳よ!二をNiJ'市L.，JJ~~Lする 111 1 日 lJLが開始されたのは lìí jJÆ
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(1 970WγfJ~~HょうR'i こ/リースによる 〉
40km 
泌氏者I¥Tlj到における近郊脱出のj民間!と仏企" 167 
のよう に抑il'r;1i去、1で・!被lゃから， 全国 I~Iりに は戦後の こ とであ る. つまり省統計五ーに よれば 7 農家
その他5，558戸で 1939{l三に 10，533到の乳牛を飼育していた関東地方のjAi(¥J民家は， 1950年には 30，323
戸の出家で41，086政の乳牛を仰向 すーるまでになぺた. この数値は， J955{j三の 65，261Q員から 1960年の
177 ， 550~Il (83，540戸)，1965年の261， 370 Ql~ (77 ， 100戸〉を経て 1970~T=' の 368 ， 200頭 (56 ， 690戸〉へと
J~(I)JII した. この乳牛回数の哨)JlI傾向は， 戦後、の食生前の[Vi風化によ って支えられ， 1953年の陥決振興
法によ ってJI速されたものであるがy 関東地方ーで、は全国 I~I!;J傾向よりそれが早期かつ強化されたもので
あろう .
手 L L:I二 ÐJ~数の 1 1:(1 )J !Iと I~DJJ~家戸数の減少は 1 戸ー当りの乳牛自己!養頭数の明大， 多@l育化を意l片とする.I~~ 
出家のピ ー タが京京者In957 ~ 1三 ， 神奈川|・千葉県1960年， l~ý玉県 196 1 ~1三 ， W(:馬県1963年， 栃木 ・茨城県
1965=q三というJlI民で表われたことは多頭育階段が者1)1')近郊から始まったことを意味するものである
n~ 7閃は，1970~:j三における関東地方の rlT 111T~~:j" ;IJ多頭育問/出家宅を示したものである. この場合， 10 
頭以上の成牛を飼育する郎農家を多加育iA(i出家ー とした. それによると 3 多頭育問 家率 80~100 %の
地域が千葉県のiWJl1' j公戸 ・1:13il， i奇玉県の戸 1 .存1:た・新，横浜市のl玄白れまで延びている.こ
の80%以 上の地域ーをとり 1mム， 千葉県の船橋，習志間，流山T!'f， L{，J 玉県の大~~l'，所沢，京京都のli!f
i~!n ，附 1: 1 :1 ， 稲城'fl'i，神奈川県の大手11 ， j安沢， 茅ケ 111*) ，平塚市の多m~化率60~80%の地域がJ広がる. さ
らに，これらをとり囲みあるいは狭まり ，多頭育的農家率40，_60%の地域が分布している. つまり 3
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関東地方の多頭育防長率を大まかにみる とそれが都心部か ら :tifí~れ るにつれ ， 1古j心ITIJ出;fWI'!;Jに減少す と)
傾向をi明確に認める ことができ る したがっ て，w日〈から半径50，._，60km以内にIliXJ1U:にJ}日1]化 した近
交1)酪j熊地帯序が存在する とみるこ とができるだろう
しかし， 多頭育的農家~さだけでは近郊 の J必んな Ix~J或 を~h'，~j1:1け一る ことが でき な い.なぜなら，
1970年以前においても者1)-f!T化地域で句は郎農家の lí{~r J~~i分 f1'(が生じ 3 わづかな l~i K}l~家しか依存 していない
からである. たとえば， 前述のよ うに戦前において乳牛頭数の大多数を 11i めていたw)~r l 2S~n!)の京京都
にlfiめる割合が，1956年の23.8%を最1¥:'.".]に1960年の10.1%，1970年の6.7%，1980ij:.の4.1%へと低下し
たのは，その証左である. そこで多頭育郎農家の分布をみ、るため，1[ITbi1lj村のベースマソブ。の上lこ10
頭以上の乳4二を飼育する郎農家数をプ1コソトしたのが 81玄|である. それによ ると:r+Dtflx;:mは当然
のことながら少ないが， それを とり まく 東京都の北多摩1]-1;をはじめ，神奈川県の)111(，[・， J-~j 玉
県の和光，八潮n-n， 千葉県の松戸.'m 川市ーなどには比較的多くの多mu育 ~i QJ.史家が分布している ，
特徴的なこ とは， Il¥i!:i民:(，;こ専門{とした多Q1育 家が集'-1:1するi!'J"IlJ村が認め られること である.-1-安
県の八千代市， 関宿町， 埼玉県』の上尾市， 1~í川 IllJ ，東京都の 1州出IIT ， 八王子市南部の 11]木 IlI} ， 千11 1奈川
県の藤沢から平塚にかけての湖南地区である.これらのTl'i11]村は， いづれも多註i奇 I~i似た家宅が40r--J 8 0
%の区域で者15心から30-50kmの同心円帯に入る， 成長過程にある近交l) r'i X )J~地J0(と いえ るだろう .そ
こで，多頭育酪農家の最も多く 分布する千葉県八千代市を1=1心に， 京京者IUlij{ilIIlT，J~J玉県の前川Tlï を
事例に多m~育問自農の展開過程をみる ことに よっ て ， 者IITl'j近郊~i0 JJ~の特質を解明しよ う
1[-2 近郊酪農の多頭化過程
近郊郎農の 'I~t:格を知るため多頭酪農家の集 1=11 している八千代'n:î大和 I llllT ， 東京都JihiHMIlT ， J -~J-:E ~I I ~ +1(1 
川市川田谷村の旧日J]"1寸を事例に多頭育協農の展開過程を分析する(第 1表) • 1950年， 1960年におけ
第 l表 東京近郊農村における多野i育脱出の進展
一一一一---一 年 度 !
、 1950 1960 1965 1970 1975 1980 
地 区 --_____ ¥ 
八 千 代 市 [53戸/ 275強1122戸|頭/ 101/1， 5101 7911. 7171 4511. 1121 4211， 130 V'-'I "'-"'-):>-( 1.[，，-'>111，1431 1.VJI.l，V.lVI "'I-'-" J.'I >'-IJ'-'-J-"-'I >-'1 
IU 大和 ¥Jl 1J ¥ 5.1Jfil 1 9.3~1'，j 122. 1%1 14.91 35.61 21. 71 56.91 24.71 82.21 26.91 88.1 
BI IY 者名 I 2051 2881 4011 7481 2361 1， 2821 1531 1， 6601 851 1.4911 691 1， 408 
!日 瑞
桶 J1 ¥ ilJ I 751 81 11 01 1591 90¥ 336¥ 811 8211 491 948¥ 431 899 
|日 川 出谷村 1.1 1. 41 一 3.71 4.41 10.11 39.51 19.31 77.5120.91 69.8 
(l_UぷltU林業センサスによる〉
上段左の数日立は部出家数， 右は乳Li二部数2 下段左は l戸主iり干しI1ニ日riJYr頭数， おは多:正i百MJJ!YA¥)がを示す
る 1 戸 当 りの乳牛頭数がni~ F&l IHJ でl. 4 ， l. 8~lt )111谷村で1.1， 1. であったのに対しp 大手I:I:EIITで
5.1， 9.3Q~であっ たのは， 前二者が農民系譜の 1537誌が発展したのに対し， 後者ー では後述する ように折
乳業系譜の前14-家の影響が表われたためである. 1960年の多頭育農家ネがJi品制1]で 0.5%，川1EI:I谷村
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で 0%であっ たのに対し， );:.才、11-:11)"が22.1.%であっ たのも，そのJjシ"i!こを反映するものであろう
ミ1¥:笑，1957年Jiiii 1}~JIりでは!全郎氏家の 48%が 1 gl~ ù~~1 l{ m政:， 全国各農家の 52%が 2~5 頭飼養規模
で?イリ市民家の0.3%だけが 6~10加の f刊誌であ るにすぎない J27) という ~I犬況であ った . このこと
は ， 戦後乳牛飼育を IJFJMì した 1'liKhl~家は札止i二;ウ S J:Uiの'j';J ï:'ii1ílli (女ド!こを埠入する場合が多かった〉であった
〉 え ，乳牛のJ泣いに以やFiIY;)fこ も終怯 I~1 f;)にも不|郎、であったので， 多くの場合一頭搾乳から始めたこと
をむ味するものであろう • J.!!~l乏系 jit のi"i0Jl~家の場合，紙i ，E!~IR東大泉IIlJの ミ11. 111]でみた よ うに ， JJ~1奨拡大
(J:， 1. Ql→2 → 4・ 5Ui~→ 7 ・ 8 →1.0 ・ 15 B貨というように倍数1~lf;)に進む傾向がある . これは，農
民的IRifH'~が搾乳業者の「一版搾り」と異なり， 仔1:1こを育成する優良牛の系統育研ー と苔合等の設備投資
のためである.つまり ， 怜乳牛 1~ 2 Dl'l の HHI業IYJI~i ?:í }l~経営は，役 I~:l牛等の畜合の改造でよいが ， 4・
5 到の段階にな ると諮合の を&:'~:: とする . しかし， 搾乳牛7~ 8 Qj:Iになると従来の25舎や京1'3屋の
改造ではすまされず， 10~ 1. 5説的乳規模とともに専用高合の新築が要請され， 搾乳規模は1m速度 IY~に
iN大するのである
礼LI二の創設規模のそれぞれのn:!j:点、で郎農家は規模を拡大するか，PiE淡をやめて他部門へ転向するか
の従 ~lJj(叶さかせ支られる機会の多い者WflJìliうn;1こおい ては， それがシ ビアーに表われる. したが
って， 乳牛のm校拡大過程i:は郎農家の分解基mlhの指1W:でもある だから，瑞穂町の多頭育館農家率が
1965:{j三から1970年にかけて12.7%から47.1%へ， jl田谷村のそれが4.4%から39.5%へと急増し， 1975 
年にともに77%で，大和田IIJの水準に近づいたこ とは， 多くの隙農家が隙農から撤退したことを意味
するのである -i肝炎，む1[/f，川田谷村では1975年の酪農家数が1960年の21.2%，44%となっている
のである‘
この乳牛の多¥JIl育過程は，さ らに農家の土地利用， 労働力WUiえと密接に関連しているため，多頭育
問泌を支える条件は厳し くなる. すなわち，搾乳牛 1r'--' 2 頭のÏiVI業的~j;~Jl.長経営で1立 7 船長i'iI\門が多角
経営の一環であるので，多くの農家が153j践を行なうことができる. しかし， 搾乳頭数が 5~8B起にな
るとメIJり飼料やサイレージJlJrmnGI.t，lが 1頭当り10a位必要とされるので， 内ÖJ1~\ぷが耕地利用の中
心となる.また， ~i~j : i;午労働力ばかりでなく ， 老人や息子の補助労働力が不可欠となるので ， 主332的都
民経営といえよう. 1O~15 \'lJU育合を新築す る専業的郎農経営は， 耕地が全面的に飼料よIJとされ，
N;I~q に依存するばかりでなく ， ri丹波経営・者とその後継者という労働力構成が不可欠となる.さらに，
ミルカ ーやノ〈ノレグク ーラ ーの 42作業の機械化などの設備投資も必、m:::とされ， 日Ii-菜の技惇や稲藁
を辺じて集洛 r)~ における出家r: \1~:11，合や地域1:l\ l *;I;合が生じることになる 28) 20r'--'30頭搾乳規模の専業部
出は，ぞれが強{じされたものである
したが って，の多強化過肢と分W(~I~llil lJ は II~J 代 j刊にも対応する も のであろう . 大まかにみ ると
1950:{1三代は4・5口氏が， 1960年代は8・10BIUが) 1970年 1\::(' ま 15 ・ 20 \']長が決氏子手法の !日出家の分frj(( ~I~mJi I
であったといえる. しかし，述のように多頭化の進んでいた八千代I!'Jーでは「階層分化のヨ凶1が1960
年代後三!とでは 15~19\]W習にあったのが ， 1970正4年l=-三代 i詰前j í泊j 三半lド三で lはま 20~29虫頭~iJ府百:にこ上昇して J 2却9)凡しい、たとい う.農
](ω:1ゴ'1的川川lド内J句引叫1"可ir削
せたM市行Mt民2家といえJよ:う .たとえ;ば1ぎ:'， 1948壬r:_1頭の乳牛から1957年 4NJ~ ， 1962年10頭， 1960年24@Jと規
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絞拡大し， 1972年現在の乳斗二を目立行している山lIJ の村~I}氏は， Mj色ばか f)でなく
ノi三に恵まれていたからだという 30)立た， 1947年に北海泣から二 1@[~士浮入して防法をlJi:1Mì した J而
川ii)111:11 谷村の O牧場は，殺f乍右~11 心とする ;'1';1] 業 1'1'、 (1947--1950 :r )，業(I';JM J)~ (1954--1960) 
1961年初出高舎を新築することによて専業問12へ，;1主人， 1966if.現在 1!1 f;z J~) ， 2牧場で35
014の乳.1:をil司育ーするまでになコプ二のは31人 j白色であ.)1二lk:家のの広さに)]1え， 2 Wイ七2夫婦の家
族労倒)力が存在したからであるといえよう
11-3 千葉県八千代における近郊附出の民1mと特別
八千代i!J'1ま，大和IllT，ご;J"，村が合併して成立した八千代1rが，¥'iall?il 
の30km[習として住宅地のすき!畏とともに1967年成立した立にjfiう大手1I1IIfは八千代li!Jの
の11心であったので， 大手11/壬lJ也 i玄を I1 1 心に八千代ihーにおける泣刻印!日の民 Iji~l をみよラ.
されたのは， 北海;迅1.111身の示IIIW，rJ干の:新木戸に牧切を開設し，ベター
J. _l1ニヨ 1打点を開始したiりミとされる. 市民自ri111\の砂IllJ で搾乳業者の牧夫をしていた 1":) 同伝次 J~I)
氏が震災後地元に戻 1)， 和田氏の乳牛を iiíJ~ り受け， 除手L. !I反売をしたのが地元民による附与のill¥*み
といわれる32) しかし，乳牛日予Tが本陥1';)に民間したのは， 1927年興良;??が大和11 木戸に 511'歩
の土地を;1とめ， ホルスタインの搾乳牧場(総武牛乳株式会社習志1FT牧場)を開始して以来のことであ
る， 1907(明治40)年小石川広水)1ドで搾乳業を開始した守 千葉山山武?llill身)fi， 
1915年池袋に牧場を， 江戸川i互に瑞江牧場を;出ドj二乳を生prしていたが)二市)1や同ヶ谷
より地主!liの安い大手1/:111l' (こi主:111したのである. この総武1:.乳の興民合牧j坊は戸の 1牧場;こ
j)nえ，乾手二・ 1i文!日をする第24k#jj( 3 !IJ歩〉を1Ji:設し， 1932!，F-にはガンジー専nJ~X1J)}として
3 
一ノフ?
したという 33)
D!j'の牧場を秋葉氏に し， 1933年大 1に移ij去してき
た.城京 l又の409'良から 150~mへと牧場の規模拡大をはかるためであるが，移i伝に際し 10万円の資金のう
お明治乳業から 5万円の融資を受けたので I明治乳業の第 l牧場となった.その秩葉氏も1937年大手1
El !lTへ7il!T歩の土地を:;J<:elコ， 右扱1担ι該i五反x氏と|ドいドiハ玩l'川-
;り1 束〕京~C のブ大乙 1品:芯j!町1I叶!可r竹カか、ら jげ了二ゴ奇j代たけ4牧女りj坊坊令カ玄干杉多転してきていた. _j二代牧場は1914年持乳業者の牧舎一式16Unの乳牛
とともに譲り受け牧夫から刊行t乙したのであるが， 1917年の大ねた， 1923年の大震災にもめげずj成東|玄
で70演のホルスタイン牛をjプ汗ししていた. 「]現J見1討宅在Eの牧j場易は五五‘午千-余i坪ヰ平Zであるが)泣丘く午千‘梁;児iRZ大手荊利!日1臼壬五i村-に
?移1多多転すべく 71川I叶!り!歩:竺三竺三‘万一子士坪平の地所をl日!ド円'1μi
子討i行ヨ五L-1ト一:張j江坂t口;及主二 i訂て可弓ιÎ01~ f!払か例!iぷ刈d司~JI育奇し， 可行して飼料の i:J!VI:をなして JljI~出 IY'Jな牧場の経営 J 34)をめざすものであ 〉
7こ.大谷がこの/ljJ孔)jの「放射1'勺移動の平均 8粁でその i註大なものは旧東京より 35粁も偏ー 〉
fこ. ・・・・・・従来の飼料1I待人を!充して牛覧手不UJFlし飼料の r~lfl::を計り i三1 I~I 定をなさんとして也より
広大:なるご1:.1也を
のように大示IIT，!fH Jの
かくして，140Vl'lの礼
この移il_;の18:2t~: な j京|玉|である J35) と述べたのは，主
有右足牧場， 卜j七牧場，秋葉牧場等のことなのである
? ?
? 1大:某!!女はp 昨日向乳業の第 1， 3， U:~ 4 !Ikj坊と
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なり，松戸の斎絞牧場 5)，秋元牧場(;_t~6牧場〉とともに[京の五大牧場」といわれたの
である(な Jょ，明治乳業の 2~女 j易は茅ケ 111奇の松本;jが坊であ jこ )36) むこお)去においても
iJのj:合本牧j長&， l大女i払，村i王l;j女坊がIlj')1 から本j山j戒に してきた 91玄iに示したように，牧
沿う抜20~25mの|ご総合地になj位していお. この合j也には北流すお谷口が
入っており， 成1街はその現段i'fl¥を;luっているため， これらの牧場，;1よ~/交白地と;考えられる j支
い谷に miする緩やかな波~I犬 jむに立地している.
-0)よ I~ï めていたので， ljiにを1m始
手口!Il1lJ で 4~ 5 ilTにすぎなかった述のように大和I33I1IJの日也 li災千五、急速に行及するのであるが
1表)，それには専業乳牛牧場の牧草小作が果たした役割:士見裕すjつけにはかない， すなわち，
3 ~女まで所有していた ，牧の~Vj:J色ばかりでなく， 山林を借り受
け，それを開墾して 1 3 haの '~tfIJで牧草紋i討を行ってきたのである. つまり，その也にはサイ
レージj官官刈デントコーン》 カブ，エン麦等のH，刊ζi作物が栽培されてし 1 たのである.そのような土地
は，戦後の民地改革でf1 'l~放されたものが30haに達したので，ザlJ呉二防長式会主l~はその土地を牧場Jj) ジ;'
者に住宅・ 1haの血飼育の牛合をセットにして貸与したという 37) これが大 1lTにおけ一る
及の契肢とな/")たのである 9rzlにはかつての牧草小作の家が!玄1;j'，してあるが，それが
向山山岳に多いのは， その地がかつて平Jiliネであったことの託左でも去〉る
ところで興真牛乳の八千代工場は， 戦が解除されたj去の 1951~1三 11]第 3 牧場の宇イ可に創設され
たものである. 創業部 1 日 20~=ï'の牛乳が旧牧平小jIr:の間出家から1Jιi治され，それは牛乳処Jlj!立の
相当したという.
搾乳712系話の自主農家は後述するように f没後に復活し 3 合衆国の企業!'l勺搾乳終日 (drylot dairying 
) 38)といし、うるほどの企業的自主2となった 牧草小作系譜の部出家は 3 良氏系譜の家より
となった. 1972年八千代市全体では， 6 戸の昨手し業者系譜の企業l'I!:;I'lin)}~家が牛
八千代失業合に所属する119名が興真乳業に， 八千代:1七日1)I~i K JJ~ j~hにがは一るお
戸が， 1955年「天然牛乳」の名で牛乳処引を開始した爪千代牛乳にU1 していた.また当時において
も者イヒの m.~響により防法をやめた農家も多く見受けられた(第 91~1参照) .な;J二S， @I:IIJT~地になっ
ているところには，現在山洋団地が造成されており， 大手I:][3Jllirの五三ミは者!日iYイL 工業化与のiJ.文にさ
らされている. 現在 (1982年〉まで郎氏を存続してきた八千代i!Tの告家73戸は，平均30. の乳牛
をf!日!有ごし史拡大した者I¥TiJ近安宋といえる. 以上のように剖日IT化が魚速に ;ií~i畏している八
のは近郊とはいえ，
およ よって， In]じく
なる特性を千jー しているといえよう.
ついとし、る
牧草小fl三系ての存在
や~;ï1í川 iliの泣交と
しかし， 八ご刊に ílî の j丘三たは現在ílli~換の ìmJ1=j=1 にあるといえよう.その l つは者I~TII化 fこ追われた搾
系牧場の同協転である.つまり，有坂牧Jj)は佐倉へ， 秋葉;1女J主iJはおよれ."1ご総IIJへ，牧
場は，良氏系詳の牧場とともに谷の公社牧場へと拶i/iぶしたこ松戸のifT版牧場
'1IWf-lI]へ， l)¥元牧場はへ砂転し )系譜σコ家の後継者の Ijlには
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卒栄した，つ 1) I'，:i等教育をJ支けた者;ぷ多いので， I宅政から事合i21ぶいJjl地に移1弘、させ
ること およびilfJ'j化 12~ J誠から 1)).'.')投 12U或へ修 ili.L~するこ とによ ノ〉てミ の規模j広大を ij'l・っていお. 後
者の ~J工作IJIij: 3例にすぎないが， il fli化!玄JD)(にある33il(T-の刊行tC家のう ち印刷が後者の移il1去を者i児!してい
るのである39)
1['-4. 近郊ri完成の 2・ 3の'n:仔1
a) 搾乳業系訟の企業(1"JI11i行12絞引
19371f. J)点取広大 ，I，% IIIJ から移転して きた秋兵‘S~lx JJ;) は礼牛のf!lij 詑 j如孔 労働力 (;j文jο の}~~j 、 で 企業
(j';Jiní i'í )l~ 経'~~.といえる . 修転に i探し 106~m搾乳の牛舎を建設し ， )，'多 i li.~後39Dnmw育の和三!二合を建てたので，
戦前において第101玄lに示したように手LI:.J. 40@Hキ乳II ~けたと なった . 牛乳は， 移1日こ|燦し資金援助を受
引10!到 搾乳業f{~;i 'i ll:の企業l'j'JniiH1以の土地平iJJll (1972年〉 一一八千代市私立t牧場一一
(JJVむ別立 (1972，1976， 1982)による〉
けた i明治乳業に H~I，糾した 桜井のW，i;J査によれば， 1938年早 くも 474，000Jの牛乳がトラノグで木下街
;立 ・ 佐fTiltj道・ 千葉街道経 It! で本FJî' r~: のrv'JI合同 1 1工場に持込まれていた40) しかしi¥i;I(IL1j:色の深化と
とも に牧犬が兵役に徴用されたこと， ;!文 田~f_( 1:n! の- ~\川>j: ~i1作にふり |古!けられたこと， またtJr !: 1 ニ舎が戦iT~
j~( の企j市と して利下j 'j さ れたこ とも 主なり， 1944 106顎牛舎のぱに減少してしまっ たと
lノ、う 41)
i筑後拡張牧場は20--30 Q1'jのt[rij設mi長から乳牛を徐々にJf{i1J1させ， 1950年頃には50_.，60@L1952年には
100mu ~t で i幹 )JII した. この年の所得は300/;'FL)で，千葉税務署管内のベストテンに入る正:J泊所得者とな
Jこ.1953年1;1税同の指:i!;iで資本金5007jP:]のii'限会社となり ，1955年:こは戦前の 段13である14001'[
の手LIユを する企業I'']J(乳牧J/.fーとな 」た ここ で 140DIUlk1j:iーにの ~i行政経常の状況をみよう(写真3参11の
秋葉牧場は， 1 1:  3 1l5:1;日し 3 liI給 行な〉 てきたが， 1961年以後パ イプラ イン ・ミノレカ ー
jえによっ て 11 2 II!I~年礼(午 lìíf 5 .-7 I.IJ'， /1二後 5--711りと なった.これは， かつて礼牛100Jj;こ1A
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といわれた牧夫が，何度経済成長σコ出村への没jさとともにi担保 しにくく な 3たためである. しかし，
l*葉牧場には， 牧場が移iliえする ま ~C岩手JllL で必集した 11 人の牧火がHVJ し、て いたのである . 主 た秋柴牧
場ではj司QIjに 511T歩の料地が存在す一 るにもかかわらず， 1L Li=' (i;ij淀川校:心三大なので!J1;人f!ijlqに依存して
いるのも特色である.牧草刈1:こはi1J司ijテ、ントコ ーン， プjフがれ:{、jさjしfこが，i没後冬作にいi:カアJに1JIlえ
てエン麦， レイプ， イタリアン が J:Xl;"~，さ tL/こが充分では仕か ， イょ. kjeJ，デ、ントコー ン(，jγ不誌illiを，:
めるためサイレー ジさh，冬Wlのi'!ij午;1とな ，)/こ. したが一〉 てれから秋;こ泊、けては， ir j-i) 1 1 ，府JH~JIIO)
河川敷で刈取られた ï~号車やサツマずその箆 fmJ込が染者;こより J-'i: 込':J:: :{ l" 手L!I'にり・えらjした 総 Lて
~llB司料の調達は， 練馬区の司王仔IJでふZょた農民系;諮のlii訂正家にJj似している といえよう
しかし， 企業的搾乳経(~~~としての秋葉牧 Jあの JHi:i'~射訓(IJJiの利)rJにある í111:1のビー ル粕，銚子の
~!&1: iLJ *!j ， TIJ京の豆腐粕に力11 え i也7"Gには It 刊を防'~*q と する iJ)引'í}]こ l坊が主支う !jJl で L0~ していたので ， こ
の活性t;j~'I~I を合めて， i: I~ltmJ 半|を独，: 1.1(l勺;こ不IjJTできiこJ4'2lのであゐ.つ主 C)，手大正S~I 女 j幼で iJ ，'， ': jl丘純情)JX: J ‘〈
以前， 本所 i奈川， 八了。flJ~の豆腐[芸30 i l i F と契約し ， 1'ら を[i:il児し，とのであ }た， 1 ， ;]ぶl~ に ビー!~
*13は吾妻情，jt;比寿のビール工j努力ユら， ノト豆の fi?:"i 伎は八TJ)，.î\から *è!)~イ~nil していたのである を
東京1こ依存するのは移11!2~ 当 1I f) I I ' 1¥  (1 +，~;では立閥抗が大 iii に集ゴ: 1うなか Jこの に土、! し， 点 ;-i ~ー では
それらが食品廃棄物であり， fこだ!百j然にキljJIすることがでで、きからでで、あ ζゐコ としい、;う)43幻) . -)方)， 魁' J去乙d保'1味!山長
大豆粕，などど.のj濃良美知l厚享{飼1司半料:千↓jふお、弓‘よひび(巴岳1:?計[J1什1約れ粕:1モ拍山I~自 :包訂1(は立業者を j通垣 じじ〆 て i日1初!仏向I司;J~;述主 さ れ， Ijij， ~己~:i'IE! も 1960 :'f.引からそ ' )な ， 
た.ともあれ， 乳知liの相対的によ治、った ，:':jJil成長1:)，、tifの若干f}.(とミのよ ケi注文fdliなi:i'IWの利J['Jとiり!治乳
業の専用牧場乳i!liが， 搾乳業系誌の企業(:1 /;Ji~i似たれ を石市tさせて 苫た 大さな弘::[大i であろう
秋葉牧場は1969年君津1;'[r'illノdliIlT，'，・:j谷に1211J少の山林を!l日入し， 山 2~I 女 l坊を 1山内し jどリ)が経 II~-.~~.にあ
たっている， 64頭の搾乳牛会と{}己主をセ J 卜十こ手L LI二 40 ~fiから始めた江~ 2 ~ I 生 JJ/~のれIl~ '\ は開礼ノ|二64~Ji'1. tr 
成牛30~Hの飼育で順調に進んでいる . これら牧場のセ ットは ， f大柴牧Iおーが八千ftI b' ( こ Y~l .)ておいた
2，5haの土地を 1t志向でj)j売する こ とによって制連されたものである. )ーj， 止とI!Lj忠良の延長により新
閉その設置が予定される北i芸する上í-~牧 JÞh と秋TIg :j女 j易の JTJi也は 1973 (，:1τ~ Dn'1寸升守山 J ;，ri)~ に 泊叫、 i) ， Id，j ~I女
場とも 1111] 歩の牧場施設を I;~~ き， そ れぞれ20iむ(197M!=-の日本会lilの 添付加 31¥，{) ， 16応FL!で売
却した f大葉牧場はその代金で'F来志 IIIT ;f，木に 30 1 1l r~主の山林を l出入した)点 111 空港の IJFI ，';立による地iIIlí の
削除と畜産公害の問題で牧場設置カ日古石lされたのは 19761，1三であり ， 12 1 11r ~かの決地のI!l:j 恕 ， 200以降礼
規模の畜舎， ミルキ ングノミー ラー主主のミセットを建設(第 l牧場〉 し，八千代liから140以の手LI1ー
を移転先了したのは1976年10月であった.このように， 現在まで拶11反を くり返し ， m似~~)L;大を(主か，
ている ところに 3 搾乳業者系譜のご企業IJ1;) I~j G )J~家の午\:1数がよ く f~現されノ」亡 いる
1982年現在，秋葉牧場は大和|到来)113:1にl尋庄の敷地約 1haと県道のfiCiHtlJに80aと45aの土地が伐存して
いる 1 haの宅地部分は松葉牧場の事務所であり ，80aの土地には1980~ I =- 4 FJ8 Ifljのテニスコ ー ト(ロ
ーズテニスグラフツを迷成しy 者ISTIT化に対応している(第101玄|参!fD- *1! [LI:J~ I) q:b'il;J J ると予定される
45aの土地は1iZ農組合に貸付 け， ライ ダラスが紋j告されているが，新!引立がlt立はされれば 1haの蚊Jl!Ir'il¥ 
分は駅前の一等j也となり ， 11上田谷の i出谷iP-l牧場内tJι マン シ ョン総 ~二の 1) 1ごす と一r~:l l される
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1940:í':1:- 9~1 1 人の紹介でりi~ 1ft 合~~ 1牧J0に入
しかし徴兵されたので，会主uこHil蝕した
b) 牧夫系ミ ぬかね0J;
山形県出身の出'1三i千k1U去(ij:京バ司レーヨンに勤めたが 1
手L洗い， ~I女 lY-lj主びなどいわば牧犬見習いとして仰jいた
[IJ氏が的ちついたのは，川氏併の!1;しか し戦後の出乱I，IJー であったので，のは1946:ijミのことであ ，)i:こ
りi1ti与1nこ通勤しながら1947年借金してガンジ-Hi乳牛 1凶を¥li}入したノトh'lを改造したものであった
会社なり，17;]1支;は拠点合に10年以上勤務した牧場功労者としカミし，のが， l~iX)J~ の IJ::J~f:ìであ/) た
1953:i'y:. 8 )=J ， から牧j劾セ ットを貸与されJること もなかったので 3 訟を然f、こる牧とはいえない
その IljJ:~fL!二は6 ~m飼いの苔舎を合め 5 反歩の敷地のあ る向山地区の現在地(第111:21)に移転した
7以に増大していたので，!IIJ入資金507:TP干は，
手LJ二1弘l10刀円で交うて訓j達したという41)
手L よ|二は i~': :iilで 1m~がほぼ1. 5 ~ 2 ).x:~ ? ?、????、?
の対uに相当 したこと をノj~すネゆ1I といえよう .
IfJ家でlま乳牛?兵数が{fJ~々に WiJJIlし f‘こので，
こオ〆し:こよ
て乳牛の を頭数は24~坑となっ た， 1975年(こ
その畜舎に 8VlU分， 1980年に10以分の牛L:;， 
菌母屋
翻乳牛拘束
協牛舎
閣憾
EJ B f，J ~411:'{~ 
Eヨ運動場
を佐てた1958年16Vfl搾乳の
?
?
?
?
?
?
合を地設し， j事手L~j員数を それぞれ24~H ， 34 01~j o 50m 
奇Jl又I:t二を合め461982:i'f. Ji {: ， へとj広大 しfこ
牧夫*什栄市出家のレイアウト
一一八千代ilili，!Li 1)也|三一一
(mJ出品1，l;]W(1982)による〉
八千I'ti-¥Jにおける'.11~，五の強の乳牛を飼育し，
出11:;1
このよ うな無知!のなtjj:業 l~ïK農家に成長し 1こ.
結婚という家政ヲ行動力柑).J=&vこ合わせて j主成されたと乙ろノ〈学，い|怖12規模の拡大が後継者の1:'校 3
に，企業的!日12とは宍なり JJH(系譜の船出家とJt過する専業経営の特色がある.
lij家から500mlilj)1.，tことこ ろに25aしか し， [可家は，地元のJ位以系認のriK出家に比べて耕地が少ない
この↓Jti也の少なさをr.liうためHi ~Jtý:1:H 1 を入れても耕地は 45aにすぎないの牧草j:1l1をji庁有 しているが，
寸ー ，ーー千間の 3ケrJI"に合計'120aの土地を併り，千染iliHfimi-， iこ|司家ではJLそ 5kmlJ.l!iれた八千代'il'iネltlFi'， 
このよ うな旅業民家の遊休地のライ去を栽取している.ンハーベスターでメIJJ反できるトウモロコシ，
者I~ 111'近交1~ I~i XL'}tを支える大きな型Ht f!~lll の 1i'{ii1米と ~I& J;記の J支入地としても活用されるので，無償来IJF日は，
千:~nF .山JjnlIiの出しかし， ~ll í! ~j l料は こ j しだけでは足りす七年lü]1 0ha 1;こ相当するIEであろう.
家から己主j妾14入している.
ビートパルプなどの濃厚ruilfAーは八千i-¥:JRi f}J~l業 I/;h lt ，'j組合を通して納入するが ，魁，配合飼料，一方，
ïH. rl守山i'f，アマニ料!などの 1抑制は業者ーを Jill して fJU0:~ される .一 市の ìh在中心粁!などは以前' C! 分でとり
1-"-Ql~îから始めfこ ~'îQj;~ ヵ~27Bf!者に依存するよ うにな ，')た多ゴl~Jyìイ i二するにつれ，lこf'iっjこが，
官、l立ク ラブUr!もなく採用人がいなくな，たので16HN位に1成らし たのであるだが，!iLVこなー〉ていた
、
ぞれF
「飼料計り 」と L、ぅ
|リ11:]試験があ〉ー てもなく ても必ず飼料計 りをさせら;/しtこも のである
f!，;1料を撹伴するW1l合を柄で計支Lするこのは大学の 4 1，1=.1 '11'1にも Jえんだ J~5 ) という
くと，(í~i 到Irを終え て家
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言葉の 1=1=1 に 7 者Ij r=lï-近郊の色が見~]Tvこ表現されている
乳L!二を飼い始めて以来牛乳は興真1!二平しにl;ト日可しているが， 給ilf.乳の181主文は 11: 318131王ijから3
回2[~]， 21豆121Tilと変わってきた これは乳牛の多国青化に対応するとともに三子搾りからノくケット
ミルカーなど搾乳の機械化にも対応するものである. 送乳は均、って 1i平日)jj)への f お込み'， Jr~式であ-) iこ
が，現在で、は ~i0渋組合のタンク 1コ ーリ - [1そが弁戸のノミルググーラ ー から集乳す るようにな ， ) i二. しか
し， 工場に近接しているので， 集?:fL紙吹がkg当り 1P=jとヨどいため，;1:1~1 丸j- I' I勺に {:j1 L1illi (k叫り 114
1可〉を宇受できること も近郊1'!日去のをLで・あ i)， それが 2j!1_-fににわたる引'仰jブJに1とえられ牧夫系工作業
~i0JJ)J: を可能にしたものであろう
c) 者rmT11二に対応したt氏系譜のriKJと-経営
八千代市のi!:flJ化医 i戒にある riÄJJ立場ミカ~r=!:îm化利絵 i玄城!こ移 ili去することによ勺て規模広大した壬j工作uが
ある.八千代台南:三丁目にある稲坦不一家である !rjJ別立習志!llili(こあ 3たが日露戦争後の
(現|注 j二 F~I 符隊習志野駐屯 i'fl) r~栄演習場〉 の設に作い， J}i:ftJ也に移i伝した民家で‘ある i波liJ
においては中Jl:jむは21fI)" 5反、 山 1林キ 2引11円iワT t歩j伝三を[所り肝有有~.す るi自f当i作t山2であ fつ)1たこが 3 民j地世 1例f竹仔う干引Tリj放j戊文に Jよ、て~'制~)判)IJ山山は]い1I川!円  
5 }反iにj討減!戚衣少し jたこ t浪L!J 'ρ業~V ド七μ.ρ片i
して自酷51t民f史ミ:を[問;1泊!司j始しし-l占二. I戸閃百司!家でで‘{は土 t出~:J地也ベ~U山j_幻-'川中林本の一 ;川?刊刊|日i をう売E るなどしてF附l出丹Mt炭との j規よ北ii
に!は立 10~頭員尉;搾庁乳するまでで、に j成戎長しし.7た二. 1958年一J雌j花t氏の怪1我えを1機浅に， ~Ii~事 jiOí・の市波長で， 当IL']:千主'Sil i!l芯
j表組合の獣医をしていた当主峯一氏が丙[)3})1:を引継ぎ，にIJrlJ化してきた. 1960年には20vli年乳L
ていたが， 1982年に郎農~'~fl)門 を調整区:域に移転する まで搾乳規模は27@îにおさえ られていたとい う
農民系譜の郎農家であっても， 稲i主主家の陥渋経営は r~'I~lriñ J と 1--.-ijínJ~ り J ~こ f.lj 色があった 初
期には地元のj殿宇治粕を大量に使ったが ， 次第に興真牛乳に出荷する i~in 民主1 .合を通して TIJìiJ達されビ ー ル
粕および専門業者が 1 日おきにもってくる豆騎手I~Iに依存するようになっ jこ . 青メIJ り W;J ~q は 1 町 5 反歩
に及ぶWl地にデントコ ーン，下総カフ守を栽培することによってn有えたが， ~'Il 宮司料である稲誌は芳:者に
依存せざるをえなかった.また， 一II立搾りの経営~/:ì，業者が持込んだ素と|二を 1年及:?f:1 ，1三
いもので 2年半搾乳するものである u百円二を育成する自主;農家では 9---10ヶ月の搾乳WI附であるから e
rHl搾りは，搾乳期間が2倍以上になる - 1受精させることなく長期間搾乳すると乳牛に肉がのり， 12・
13万円で購入した禁牛が搾乳して16フ7円位で売るととができたという46) 八寸三代?IlでJPJ:J吏系諮のF市民
家のIlコヒ， 以上のような「粕rii'1Jと「一n変搾り」が多かったのは搾乳業系譜の企業(1ザl完成の影響で、あ
るとと もに，近郊~iù農の特性を示すものでもあろう .
京成八千代台駅が 1956年 lこ新設さ ~0 ， 駅から 600mの ~êJì.l(í:にある稲垣家はブミ きな彩併を受ける こと
になる.とくに1969年八千代台駅東口馬町行広場と街路の完成によって住宅化の影響をまともに受ける
ことになった すなわち， 市街地の中で、20~見合搾乳のMJlさを存続できるかどうかをあやぶヌ人 1962年に
屋敷内に 4戸の貸家を， 1970年には12戸，1972年には10戸の貸家を建築し/こ. 立た， 1972(.T=.は駅から
200mにある耕地を駐車場 (現在200!台!日:Itiif)とし? その奥.J;fuの山林を1J:1雪Hし6反少の牧市内1とし
た.このi時点で!可家の牧草trnは， tr~12 1玄Ib に示した ように 1111")"5反歩存在したのである しかし，同家
は市街化区域内にあるので 3 新住民によ る蓄広公害の攻勢に)1え， !.主敷の剖fYtと処法からriKJ1)J:
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の)J~1契;広大はできず，乳でf，!?ー していた
， 後継者である雌一氏も とに必J誌をもやし化区j戒を 1l~~I:U して規模七五大をはかる計画をも
勺ていた. 析しも災地をうどってもその代金で災地を!間入するのであれば税金のかからない代技資産j;lj
j立が)jx， ~\ '{ した 乙ともあり ， 1981 1，1'-， 駅近 く の 6 反歩の耕地を t~~4 1.9万円で不到IJA，:業者にう'{);IJした)立
入 11'おと合わせたその二L-. J世代余約 8 億円で八下代台駅から 4km/1.Jíí). ーした市街化調整 12{J或の ~J IJ山と山林合せ
4 Ir 2);i_ 4 iI改(2!JJ:IJlli) を j年 、 I~ fJ 49， 500p:j，および44，5001]~ で納入し ，牧場ーを造成 した(tT~;121豆!のa)
1J宅 ・者会 (40@HJ(i:c.し 納hf'日{苅っき) ・サ イロ・機械絡車内障などの建設資金11 ， 500万円を~}JIえ
(a) 
o 100m 
』一一ー 一ー一同4
日121玄l民氏系riX!J~~家の者1 ; 'i[ JI'i'J土地利用と判決場
〈J見J出，WEt[(1983)による〉
て，，U fJj化区域の 6反歩の土地代金で牧場を完成させることができたのである. さらに， I司家では相
当な不動住収入があるので， 2つの[;1J也の rUl の こI'， J也の !I ~I}入をも希望している.
修1)示し f、こ!日 夫婦を III{，、;こ '~Î~\. ~st れでおり ， 4 iI!f-ti去の耕地には;夏;こ トウモロ コシ， 冬は イタリ
ブンが殺 され， [!，; ) 料 I;~I *合本をよ :J め ている . 立た ， 表1:1二がi'，:j{il ~こなぺてき ているので ， ThイJj化区域の
-"1U.jlHりでなく ， 系統育泌をする M)~t終;き\.:. こ ilji~ 換しようとしている.そのため ， 1982年アメリカ合衆
国からエレベーシ・ン ・トニ一系のIlt(牛を13，000ドノレでj出入している. なお奈Jr牧場j;こ1;付設されている
100 トンのタワーサ イロは 1~1 給自!刊む 1. ~ (:.J)(: K:三合対策 '!Y支の-~， J宗として八千代北i}!)HI 飼料生jjE利m組合の
共同不Ij川地法であり ，!;立政コンポスト 〉ど作りうるス ラリー・ ストアと Ji:!l巴舎も昭和157年度新決林業改
より党 i;::i: さ j した j毛 ![I~Í京市 手IJH J組合の共 I'I:J 利!lJlj主投である . これらJtl可未IjITJb主役も;fl:1安
zこ;L;-いて稲 女jんJがil之もイ!午IJ-こ，らとら己と{よい 1去でもない
178 入、文 j忠ru!学{J}f5ピ VI
ともあれ，稲垣家はネ1父がmJ: 易管llJi， 叶主と /)1え貸家主主の不
息子夫婦が新牧場の専業陥伐:経営というように， 家放の労働ブ汁i初えから乃、ても都ilT化に上
対応した農民1'1 10刊行法経常の三1~: {!i IJ といえよ 1
1"むすび
大者都|日l市E東i友ミ京;主文zマσの〉近安苅郊i日:にあるj近丘z予安iド:叩F円良;芝是のf半ミ手iFPバ'1性-引生1:をj削1判付4午引J守!印v，け!けすす-るたよ、J仇/
牛牧j場揚と束京束交郊|目l の/八\_-千{代市市てli有1')"苧の!舵2号照i出5釘fíB農主:主5家の手乳Lよ11二{制1，記吋i“，;J伴f脊;の民I5r~過 fli l ， Inii~ 提示・状況を調査した結討し 次のこ
とが明らかになった
1) 者11'1-近交Ijでは陥農家の多頭化が全国向や関東の古lより早く i釘 Tした.
*全域に分布しているが，者151L、から30~40kml習に集中地域がある.千葉県の八千代 dî ， I見JinIIT，
LRの出I1 ・上尾市，東京都σコnf，訂むIlj， 神奈川県の茅ケ・原市などがそれである
2) 都市近郊F13農はそのルーツを手い!二の飼育乳・牛乳の処sU・I!反売を lつの号1:京{太ア'，;-;i:J"ノでい
もっている o 11二手L取締規呉りの強化と都市化の進展により搾乳~~者は牛乳の
行なう乳牛専用牧場と牛乳の先!Jfjl・i!反売を行なうミルグプラントに分化した
3) 搾乳業系譜の牧場は干iCf 也の拡大につれて主要街道にjぬって外延1'10移動をくりかえしてきた.
八千代Ifiの秋葉牧場のようにVE乳業系計手の企業家は今日でも外延l'ji;)停車1)をくりかえしている
かくて，東京の都心i'fljカ〉らは1901(1リ計台34)年以後乳牛がいなくなり， そのj色代とともに拡大
した.現在者IH>ZI人jに残存する4女j坊には， 犬井牧場のように搾乳経営のm~]Jiリを官めているものと凹谷+1
牧場のようにマンションを建記主して都イヒに対応するものがある
4) 搾乳業系譜の牧場は牧チミを雇用し， 1半と i イl反搾り J~こ経'白の1守色がある~牌
ビー ル中!'l，信殻， 肝菜J育) -117iξ{表守:は者[5rl-の食171廃棄物であり， 乳牛の飼料として市nlされた. こ
れがけであり，これに， 乳牛を J受粁jせずにM出家の 2 倍近い 1~ 2efj三搾乳する 1--)]友搾り」が
くと， 乳牛に肉がのりに版完できた.つまり，と搾りはワンセ y トになってはじ
めて効力を発揮できたのである. したがって， 者的搾乳終はすくYした ~Î付与経営ということができ
子〉
5) ， 1j攻後か し始めプニ よび専業i'1;J，Aj n )J~へと
を発展させてきた. 乳牛の間一育ー規模は 1一"2→ 4・5->8・9->-15・16->-20・25Bl'というように的数
1'ji;Jに増加|する. それぞれの段1)告に土地矛UJTJ と家族h育成に jむじた分f将 ~Ediillが存在したので，多民奇
になればなるほど数は少なくなる. 陥ji老後継者に大学等を卒業したI，'J学!筆者が多いことも者11i;主主1¥，niK
tEの]つの特色である
6) 者ITlf近郊で30頭以上の手LLI二を搾手しする
とi引札粕郊に依存する「粕同誌」経営を
になる.また
飼料の I~I 給ができず搾乳業系譜-の牧場
うようになり， これが I---Il支り」をも h~な jっせるよ 0)
ためp 者舎をJZ;い~~Ji:l世に移すものと市街化 1;;<.:
JI主治、ら 移転するものが認められた.
qミ)打者Wi'ITlrflにおける近郊附t告の1ml日!と特色 179 
~，: fl':J の ?f1む|氾取に I:~I? L. :i:kJ古川市}?(d~~の )! i- 市松:f\: ， 人千代l打佼J')rの31斗!f倣彦氏， 全国牛乳協会の惣日:1咋氏， ~興1再;真よ牛|←ニ干寺乳L 
の川u山1.1川
J場必川l山閃兵別仰j係者ι，I'i似海瓦くの
フア一百1以l反iμ平布和iけl人r氏-正Lにjお弓l臨弘Z飢:{いした@託して!t主t刈の;芯iを去するものである
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The Development and Characteristics of Suburban Dairying 
within the Tokyo Metoropolitan Area 
Isao SA1TO 
Dairy ing in Japan started in the large cities during the Meiji Restoration and ¥'vas 
influenced by the European culture. Since dairy farming ¥vas restricted to remote areas 
such as northern 1zu and southern B030 Peninsulas as well as Hokkaido， where condensed 
milk ¥vas produced， fluid milk of Tokyo-shi was supplied exclusively by the urban dairies 
(sakμηyu-gyoshα). The dairy farming， however， was becoming much more common in 
rural areas after ，¥iVorld War I ¥vith the westernization of the Japanese diet. So far the 
author has dealt with the dairy farming in the Tokyo metropolitan milksheds and clas-
sified the milksheds into three dairy regions from a functional viewpoint. 1n this paper 
the author ¥vil deal with the inner dairy region of the milksheds and make an effort to 
elucidate the characteristics of suburban dairying by investigating the dairy farms. As a 
result， the author has attained the following conclusions 
1) Suburban dairy farms keeping large dairy herds are distributed mostly within the 
zone from 30 to 40 kilometers from the center of Tokyo. Above a1， Yachiyo-shi， Chiba 
Prefecture， Okekawa-shi， Saitama Prefecture， Mizuho-machi， Tokyo Prefecture and Hira-
tsuka-shi， Kanagawa Prefecture are representative concentration areas (Fig. 8) 
2) Suburban dairy ing has its roots in urban dairies 10ca ted in the built-up areas and 
outskirts of Tokyo-shi. But， the division of labour of the milk industry and 1egal regula-
tions have compelled the diversification of the urban dairies into milk bottling plants 
and urban dairy ranches (bokujo) 
J:lntT:tìIS市|をiにおける近~:)II!Îû J.見 の}1Q!3n と特色 18] 
3) Urban dairy ranches have common characteristics in that they utilize the wastes 
such as soybean card dregs， beer lees and vegetable refuse and they mill王acow only 
one lactation. The expansion of built-up areas and land zonings have made the dairy 
ranches move outward repeatedly. Thus， urban dairies and ranches ha ve disappeared from 
the center Tokyo wards since 1901 as shown in Fig. 1. However， urban dairy ranches 
surviving within Tokyo wards have been classified into traditIonal and urbanized ty pes 
(Figs. 4 and 5). 
4) Farmers in the suburban areas kept dairy cows during and after World War I in 
order to improve their agricultural enterprizes. They gradually developed dairy farming 
as a subsidiary， to main and specialized dairy farms in accordance with the progress of 
urbanization. Today， specialized dairy farms keeping more than 30 dairy cows are domi-
nant in suburban areas. They have utilized not only their land and labour forces eftec-
tively but also the brewer〆sgrain and the concentrates like urban ranches have done 
5) Specialized dairy farms surviving in the urbanized suburban areas were supported 
by wel educated successors， which is one of the characteristics of suburban dairying 
Selling or converting their land for residential use or for parking lots， some dairy 
farmers have succeeded in enlarging the scale of their management. For they shift their 
dairy farms from built-up areas to the regulated areas of urbanization as shown in Fig 
12. 
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写真上:片手LC佐系lifl;の伝統的牧場
( 1\1:1 11谷 IZ_~1~IlllJ) 
:1i1j!IJ奥から左へ続くのが80Vti搾
乳の有合で， ;(:j=F--rijは牧夫1)こと
( 2 軒長fr と -1~i で 3/11:;11\=)であ
る-L ーブj は手Ltl のI/t:.' Yì 小Jj~ と )iJi ITvJ
j 必. 主われ1主日:5i.ヲ才者?計fの{仇1七:'t七Jが 21ド問:i
その奥はi印りlif手乳L3栄tリ山と〕京:?1l;二コ.コ]工lに二J場ふ必，jU日:コ3訂i山l ハi
工j場必 : 111け~I ヒiJ守τ吋t 十j上t~牧女j弘J/Jυ〕 てで、ある. な
お':-f-I'jifのノ¥グサイ・キャベツ与の
近郊~!;-:X~はとJlli化がm;じりされる
送屯tJAのドであるため~1(ー してい
る(1976.10，23)
写真2 ・者合とマンション
(1仕iU谷IX)j-;1X)
PLj谷't日牧場のも、合と寺LIの築Jll
Hli主主}jJ;)_述l;H志向家が経営する
5 1'U!のマソションの一日1¥である.
行l;iJit(こ土J乙した問守口モ系日;のq文
j必といえる.この済合では現在60
~nの手 L!I二が II t:.' Yí されている
(1976-10. 23) 
写真3_ 企業(I'-JM山家の乳業施設
(千"i1't~ ~I~~ 入ごf í-\: T!ï)
企業I'i")市民友のfHI"C(i) ，主
子i('1')および牛乳lj'j:&'gdic':j¥:務
Jif (左)である_1937:'1・城京区大
，Ci)ITからtj:.'!jt~~ し てきたT:)(!:\Sl女 jJ;~íは
q山下f，ijlk ft:とも 140 ITnl辛子Lの企~~
n'-)円f)}~，Il ~:}:!~~;;を u っ てきた- ).¥j 日i凶jヰ司F!の
1、íI引)月引1打J 也4Il刊IJ~歩jか主川カがq口官'{収されたので;判削仙11山1 ケ
j討計泊iH前1)(，こ12引!l川iりT一 2歩~主戸 (;[己~2 ~牧文 JiぷD と f元工5日IHりJ-
3却01川i日りrt歩j長主 (:加J日q牧j場必〉 へ{移多少針~l伝;
現 (ι'1生i仁;八二-l丁[-1代ti山!打)‘にlj5<:{干するtbl色の-
{;Iiを テニスコートにして者!5nf1ヒに
丸Jre:している(1976-10. 28) 
